
   

協議内容 

◆今後の中学校制服のあり方について 

論点１ 制服の必要性は          論点５ 標準制服のスタイルをどうするか 

論点２ 制服を変える必要性があるか    論点６ 標準制服の導入時期は 

論点３ 標準制服の導入是非について    論点７ 従来の制服の取扱いをどうするか 

論点４ 標準制服を導入する場合、     論点８ 導入方式をどうするか 

優先・配慮すべきポイントは何か    

◆徳島市の標準制服について 

◆サポートメーカー選考会について
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徳島市立中学校制服のあり方検討委員会だより 第３号 

 
制服のあり方に関するアンケート調査の結果をもとに、今後の中学校制服のあり方を検討するう

えでの論点整理と、今後の方針について意見交換を行うため、１０月２２日に第２回検討委員会

を開催しました。 

検討委員会の会議資料と議事録は、徳島市ホームページにて公開しています。 
http://www.city.tokushima.tokushima.jp/kosodate/school/seifukuarikata.html 
発行元：徳島市教育委員会 学校教育課                           

委員からの意見(一部抜粋) 

◆今後の中学校制服のあり方について 

＜制服の必要性について＞ 

・思った以上に、皆さんが制服の必要性を感じている。 

・価格に関する意見が多いので、価格が抑えられると制服があってもよいと思う。 

＜制服を変える必要性があるか＞ 

・暑さ寒さへの対応や動きやすさ、多様性への観点から、見直す必要性があると感じている割合

が非常に高いことから、前向きに検討すべきである。 

＜標準制服の導入是非について＞ 

・標準制服について具体的なイメージができていない人が多いと思うので、周知が必要である。 

・各学校の識別が困難になるといった意見に対し、対応が必要である。 

＜標準制服を導入する場合、優先・配慮すべきポイントは何か＞ 

・標準制服を導入する場合、各学校で制服を変えるよりも価格が安くなるという点が利点である

ため、価格を抑えることは重要である。 

・カーディガン等について、色のみを指定して市販品も着用可能とすることも検討してほしい。 

＜従来の制服の取扱いをどうするか＞ 

・従来の制服と標準制服を選択できる期間が長いほうがよい。 

 

 

 

 

今後の方針 

検討委員会としては、「標準制服の導入準備を進めていくこととし、皆さんに納得いただけるよう

説明を尽くしていく」という方向性を確認しました。導入時期は令和９年４月を予定しており、今

後は、標準制服のデザイン決定や標準制服導入後の運用等の支援を行うサポートメーカーを選定

し、基本デザイン提案や各学校の標準制服導入の意向確認を行う予定です。 

 

 

 

 


